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要 旨
四 つ の公用語をも つ 多民族国家 シ ン ガ ポ ー ル は , 1965年 の独立 後 一 貫 して英語と民族語に よる 二言
語教育政策をと っ て きた ｡ 匡Ⅰ家建 設に際して 意図的 に選択 ･ 採用された 言語 であ る英語 の その 後の 普
及は め ぎましく , 今日 , 英語は シ ン ガ ポ ー ル 社会 の 多く の領域 ･ 場面に お い て さらに多く の 人々 に よ
っ て 日常的に使用さ れ る言語 とな っ て い る｡ 二 言語教育の歴 史にお い て も, 英語重視 は次第に強化 さ
れて きた ｡ 1987年 の初 等 ･ 中等学校 の 完全統合 により , それまで わずか に残 っ て い た民族語別学校は
完全に 消滅し, 以来英語は す べ て の 学校 の 第 一 言語と な っ て い る｡ 英語は また , 学校の 大多数の教科 ･
科 目 の教授 言語 でもある ｡ 本稿 では , 社会に お ける英語 の 浸透 と こ れ に伴う現地種 の 英語 の 発展 , 敬
育機会 の拡大 , 学校教育に おけ る英語 の 使用 の飛躍的増大, と い っ た状況 の 下 で, シ ン ガ ポ ー ル の 学
校で の 英語 が 目指すべ きモ デ ル と規範をめ ぐる議論を整理 する と と もに , 特定の モ デ ル及 び規範の 追
求を困難に して い る諸要 因に つ い て考察する｡
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中国系, マ レ ー 系, イ ン ド系 の 三 つ の 民族
集団* 1か ら構成さ れ る シ ン ガ ポ ー ル が1965年
の 独立 以来 , 三 つ の 民族語 (華語 *2, マ レ ー
語, 及 び タ ミ ル 語) に 英語を加 えた 四 つ の 言
語 を公 用語 と定め , 国 の 言語計画 の 基本原則
とし て 多言語主義をと っ て きて い る こ とはよ
く知 られ て い る ｡ 四 つ の 公用 語は 法的に は平
等な地位 を与えられ て い る が, 実際に は , 分
野, 場面, 目的な どに より そ の 使用 の 比重 に
は格差 が み られ る ｡ 英語は 四 つ の 公用 語 の う
ち唯 一 非ア ジ ア 系の 言語 で あるに もか か わら
ず, シ ン ガ ポ ー ル 社会 に 普及, 定着 し, 現在
では公 的な分野 ･ 場面ば か り でなく, 私的な
場面 *3 でも使用さ れ る言語 と な っ て い る ｡ 表
1 に示すと おり, 識字能力に つ い て見た場合 ,
英語 の 識 字能力は 現在, 公 用語 の な か で最も
高く な っ て おり , 国民の 3分 の 2 が英語 の 識
字能力が ある1)0
1970年代 の 末に お い て 英語 は既に 次 の 六 つ
の機能を果た す言語 として 記述さ れ て い る ｡
すなわ ち, (1)公用 語 (司法 ･ 行政 ･ 立法), (2)
教育 の 言語, (3)ビ ジ ネス の 言語, (4)民族 間の
産業情報学科
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表1 公用語 の 識字率の 推移
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表 2 教授言語別小学校在籍者の比率の推移
(%)
公用語 英語 華語 マ レ ー 語 タミル語
1970年 46. 7 49.4
1980年 56.0 59.6 1 6. 6 3.3
1990年 65.5 62. 3 16.2 3.6
出所) 引用文献1) p.5, Table 5
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 通 用 語(inte r-ethnic
lingu ajTyla n C a), (5個 民的アイデ ン テ ィ ティ
表現 の 言語, (6)国際語 , の 諸機能である 2)｡
英語を社会の 各層に 普及 さ せ た最大の 力は
教育 である ｡ 国家の 言語計画 の 基本原則 であ
る多言語主義は, 学校教育にお い て は 二 言語
数育 と い う形をと っ た ｡ シ ン ガ ポ ー ル の 二 言
語教育は英語と公用民族語の 一 つ か ら成 るも
の である ｡ 二 言語教育 は独 立後 の 一 貫した基
本政策 で あ っ た が その 内答 に つ い て は度々 変
更が加えられ て きた * 4｡ ま た こ の ような変更
が相当大きな政治的, 社会的, 文化的乳蝶を
ひ きお こ した こ とも事実 である *5｡ しか し, 英
語 に 関して言え ば, 修正 ･ 変更 の 度 ご と に 英
語重視 の 度合 い は高ま っ て き た｡
独 立後政府二は教育 の 一 元化に 着手 し, 二 言
語教育の 実施, 教育内容の 共通化 を進め たが ,
学校は 独 立前と 同様教授言語別に組織さ れ た ｡
英語校 で は英語を第 一 言語と して, 民族語を
第二 言語 と して学び , 非英語校 で は民族語を
第 一 言語 と して , 英語を第二 言語 と して 学ん
だ ｡ 学校 の種類 により英語 の 比重に違 い があ
る もの の , 英語 はすべ て の 児童生徒が学 ぶ 言
語 に な っ た の で ある ｡ 英語校 でも民族語 が 学
習 できるように な っ た こ とは, 民族語の 保持
の た め に 民族語校を選ん で い た 層を英語校に
向か わ せ た ｡ 表 2は 独立 後 の教授 言語別 の 小
学校在 籍者 の 比率 の 推移 を示 し た も の で あ
る3)｡ 英語校在籍者 の 比率 が年 を追 っ て 高く
なる ｡ 特 に70年代, 80年代 に は雪崩現象とも
言え る英語校化 が 進行 した ｡ も ともと民族集
団と して の 規模 が小さ い イ ン ド系 (人 口 の 7
午 英語校 華語校 マレ ー 語校 タミル語校 計
1965 56.6 35.1 7.9 0.4 100.
1970 63.5 31.7 5ー5 0. 3 100.
1975 71.3 27.4 1.2 0.1 100.0
1980 84.5 15.3 0.2 0. 0 100.
1984 96.3 3.7 0.0 100.
出所) 引用文献3)
o/.) 対象の タミ ル 語校 は1970年代末, マ レ ー
系 (人口 の140/.) 対象の マ レ ー 語校 は1980年
代の 初頭に はす で に 消滅 して い た ｡ 最も注目
すべ きは 華語校 の 減少 である ｡ 人 口 の 8割近
く が 中国系 である に もか か わ らず華吉吾校 の 減
少は止まらなか っ た ｡ 政府は1983年 の 華語小
学校入 学者が 1 %に み た なか っ た 時点 で , 学
校 の 完全統合計画をうちだ した ｡ こ の 計画は
1987年に 実施に移さ れ , す べ て の 学校 で 英語
が 第 一 言語 (fir st scho ollanguage, SLl), 公
用民族 語 が 第 二 言語 (s e c ond s cho ol lan-
gu age, S L2)とさ れ , 現在に至 っ て い る4)｡
学校教育 に お ける英語重視 が政府v)明確 な
意図と指導の 下 で進め られ た こ とは多く の 研
究者 が 詳細 に論じて い る ｡ しか し, 近年は ,
英語重視 を決定的に した 原動 力は政府 の 強 い
指導や 計画, い わば ｢目に 見え る言語計画｣
ば かり で は なく , む しろ親 こそが わ が子の ,
将来を考え て 英語校を選択 した の だ, 私 的な
個 人の ｢目に 見え な い 言語計画｣ の 力こ そ決
定的 であ っ た , とする分析 が かなり だ さ れ る
よう に な っ て い る5)0
明白 なの は , 独立 後3 0年を経 た 現在 シ ン ガ
ポ ー ル では , 誰もが , 英語を含む 少なく とも
二 つ の 言語を理解 し, 使用する こ と が期待 さ
れ る社会と な っ て い る こ と であ る ｡ 初等中等
教育 の 完全普及 に 伴 い , 二 言語教育を受けた
人 が数多く社会に 送り 出さ れ る に つ れ , 英語
の 使用 人 口 , 使用領域 が拡大し, 使用 日的も
多様 に な っ て きた ｡ 70年代末 の 英語 の 機能に
多言語社会 シ ン ガ ポー ル に お け る英語 の モ デ ル と規範
加 え, 現在 では 民族集団内の コ ミ ュ ニ ケ ー シ
ョ ン の 言語 (intr a-ethniclingu aj:ra n ca), 餐
庭内の 言語 , 芸術 ･ 文学 などの 創作 の 言語と
して の 重要性も大きく な っ て い る6)｡ 本稿 の
以下 の 章 で は英語 の シ ン ガ ポ ー ル社会 へ の 浸
透 とそれ に 伴う現地種の シ ン ガ ポ ー ル 英語の
形成, 学校 に お ける英語 の モ デ ル 設定をめ ぐ
る議論, 学校現場 の 現実な どを考察し, 多言
語社会 シ ン ガ ポ ー ル の 英語 の 今後 の 記述 の 方
向をさ ぐる こ と とした い ｡
2 シン ガポ ー ル 英 語 の 形成
2.1 英語の 定着
英語 は シ ン ガ ポ ー ル に と っ てIEI宗主国英国
か ら の ｢貴重な贈り物｣ (
`
a pr e cio u sgift
'
)だ
っ た と い う表現 が ある7)｡ 極め て 複雑 な言語
集団構成か ら成 り, しか も国の 規模 が あまり
に も小さく, 同じく多言語 国家 であ っ て も規
模 が 大き いイ ン ドネ シ ア の ように 自前の ｢国
語｣ をも っ て 国民統合をは たす こ と が望め な
い シ ン ガ ポ ー ル に と っ て英語 は大きな恵み で
あ っ た と い うわけ で ある ｡ シ ン ガ ポ ー ル が独
立 に 際し, 民族 の 言語 では ない 英語を公用語
の 一 つ に 選択した こ と は第 1章 で す でに ふ れ
た ｡ そ の 理由は , (1)英語が各民族集団に と っ
て 中立 的な言語 であり , 故に 民族間の 共通語
に 適 して い る こ と, (2)植民地時代 の 統治 の 言
語 であり , 行政 , 立 法, 司 法な ど の 連続性 が
保 て る こ と, (3)高等教育, 国際貿易, 近代産
業 ･ テ ク ノ ロ ジ ー の分野 での 重要性 が 見込ま
れ る こ と, な どに あ っ た とさ れる ｡ 英語選択
の 理 由は , あく ま でもそ の実際的な効用 に あ
っ た の で あり, 英語を ｢自分達 の 言語｣ と感
じた か ら で は な い ｡ シ ン ガ ポ ー ル は 経済 の 国
際化 , 工 業 の 高度化を進め る なか で , ｢貴重な
贈 り物｣ である英語をうまく使 っ て き た と言
える ｡
英語 の 社会経済的価値 が 理解さ れ, 使用人
口 が増加 する の に ともな い 英語に シ ン ガ ポ ー
ル 固有 の特徴 が あらわ れ るように なる と, 多
43
く の 研究者 が こilに 注目す るように なる｡ 今
日 ,
｢ シ ン ガ ポ ー ル 英語｣ *6 と 一 般 に 呼ば れ る
英語の 地域変種に つ い て 系統 だ っ た記述が行
われ る ように な っ た の は1970年代後半以降 で
ある ｡ これ は , シ ン ガ ポ ー ル に 記述に 値する
ほ ど英語が 定着 し, 現地化 が進 み , 新 しい 変
種 と して容認 できる ほ ど シ ン ガ ポ ー ル の 英語
が成熟した こ とを意味する ｡ シ ン ガ ポ ー ル の
英語の 記述の 試み は , ア ジ ア, ア フ リ カな ど
の 第三世 界地域 に 生まれ た さま ぎまな ｢新英
語｣ (
`
Ne w Englishe s
')*7をめ ぐるより広範な
議論を背景に 考察すべ き問題 で あろう｡
2. 2 シ ンガポ ー ル の 英語 の 記述
シ ン ガ ポ ーー ル の 英語 に つ い て は今もなお多
く の 研 究者 が 詳細な記述を行 っ て い る が, 最
も初 期 の 最 も体 系 的 な 記述 はJ. PlattとH.
W eberの 二 人に よるも の で ある ｡ 彼 らは シ ン
ガ ポ ー ル の 英語を連続する話体
`
spe e ch c o n-
tin u u m' とと らえながらも便宜上 , 三 つ の 下
位変種すなわ ち, 上層話体, 中層話体, 基層
話体 に 分類 してそ の 特徴 を包括的 に 記述 し
た *8｡ シ ン ガ ポ ー ル の 英語 と い っ て も決 して
一 様 で はなく , 話者 の 教育程度 ･ 社会階層に
よる相違 が大き い こ とを明確 に 示し, その 後
の研究者に 大きな影響 を与えた ｡ 中 でも シ ン
ガ ポ ー ル 人M . Tayの 記述は , Platt たち の枠組
み を継承 しつ つ も, 自国の 英語をそ の使用 目
的 , 領域, 使用者 の 特性 , シ ン ガ ポ ー ル の 英
語 の 特徴に つ い て 過不足なく 記述した ｡ 注目
す べ きこ とはTayが 同時 に , シ ン ガ ポ ー ル の
英語の 上層話体は, ただ発音, ス ト レ ス , リ
ズム
, イ ン トネ ー シ ョ ン に お い て シ ン ガ ポ ー
ル 的特徴をも っ て い る が , 文 法上 の 構造, 語
葉構成 に お い て は標準英国英語 とほ とん ど差
異 が なく , 学校 の 英語 の モ デ ル と して 十分 で
ある と した こ と であ る｡ 学校 が標準英国英語
を教 え る の は実行可能でもなく, ま た望 まし
い こ と でもな い , 学校 の 英語 の 教員 の任務 は,
生徒 の 基層話体を退ける の で は なく, より適
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切 な , より上層の 話体 の 存在を教え , そ こ に
導く こ と, そ の た め に重要 なこ と は, お おむ
ね 中層話体 の使用 者 である教員自身が上層話
体を獲得する こ と で あり, 英国英語風をまね
る こ と で はな い と主張 した8)｡
80年代 か ら90年代 になる と シ ン ガ ポ ー ル の
英語に 関する記述は, よりミク ロ な問題を扱
っ た も の が 多くなる ｡ 例 えば, 二 言語教育 の
場 に お け る 英語 獲得 の プ ロ セ ス の 分 析(A.
Pakir)*9, `n ativ ela ngu age
' として の シ ン ガ ポ
ー ル 口語英語 の獲得(A. F. Gupta)ヰl o, な ど で
ある ｡ シ ン ガ ポ ー ル社会 の 英語 の使用 が深ま
り, 社会全体 の 言語環境 が 変容 し, シ ン ガ ポ
ー ル 固有の 英語 の 特徴 が加わ る に つ れ , シ ン
ガ ポ ー ル の 英語に 関する研 究も精密 に な っ て
きて い る ｡
Guptaは シ ン ガ ポ ー ル 英語を記述する 際の
基本的な ス タ ン ス を次の 三 つ に分類する ｡
a . シ ン ガ ポ ー ル 英語 とは標準英語の 不完
全 な学習結果 である ｡ その ｢特徴｣ は
｢誤り｣ である ｡
b . シ ン ガ ポ ー ル 英語を不完全 な英語 と見
る べ き で はな い が, よく知 られ た変種 ,
例えば , 標準英国英語 な どとの 相違を
比較する こ と に よ っ て最 も良く分析 で
きる ｡
c . シ ン ガ ポ ー ル 英語は (他 の 英語変種 と
の 比較 に よ っ て で はなく ,)それ 自体 と
して 分析す べ き英語 の 方言 である ｡
以上 の 三 つ の 記述態度は, 段階的に 進化す
るもの でなく , 現在も混在 して い る し, 同
一
の 記述者 が場合に より , 異なる態度をとる こ
ともある と して い る9)｡ 現在 どの 記述態度 が
最も優勢か 断定は できな い が , 少なく とも,
a . の シ ン ガ ポ ー ル 英語は劣 っ た英語, 標準英
語か ら の 逸脱 ときめ つ ける言語帝国主義的な
態度を とる 研究者 は少なくな っ て きて い る ｡
b . の シ ン ガ ポ ー ル 英語 を正 当 な地 域変種 と
して 認め なが らもその 特徴に つ い て は, 英国
英語, ア メ リ カ英語 と比較 して 記述す るケ -
ス がも っ とも多い ように思わ れる ｡ c . の 態度
は まだ少数派 で あるが , Guputa の シ ン ガ ポ ー
ル 口 語 (`Singapore ColloquialEnglish
')の 分
析 な どは これ に あ た る ｡ また, 80年代末にな
る と , シ ン ガ ポ ー ル の 英語の 下位変種に つ い
て も, 新 たな解釈 が提示さ れ る ｡ すなわ ち,
従来 は教育 ･ 社会階層別に それ ぞれ の 下位変
種使用 者を固定的に 特定 して い た の が , 高学
歴者 (上層話体 の使用 者) も領域 , 場面, 相
手に 応 じて 自在 に 基層話体 を選択し, 使用す
る事実に 注意を向け, シ ン ガ ポ ー ル の 英語 の
下位変種 の再定義をうなが して い る ｡ こ の 基
層話体 こ そ が最も多く の シ ン ガ ポ ー ル 人が使
用する英語に ほか ならず, 日 々 生成の 過程に
あ る英語 であり , 大 多数 の シ ン ガ ポ ー ル 人 が
愛着を感 じる英語な の で ある ｡
3 学校 教育 に お け る 英語 の モ デ ル を
め ぐる議論
第 2章 で見 た よう に , 言語学界に ｢新英語｣
の 存在 とその 正統性を容認する立 場 が築か れ
る と , シ ン ガ ポ ー ル 英語 に つ い て も国民的な
自信 が 生まれ , 少なく とも そ の 上層話体 は学
校教育 の 場 の モ デ ル と なりう る とするTayの
よう な意見も で るように な っ た ｡ しか しなが
ら こ の よう な意見 が 公 的な言語計画責任 者-
こ の 場合 は教育省一 に 共有さ れる も の とな っ
た か と い えば 否 である ｡ 彼らに と っ て は運用
能力を高め , 現地的要素を極力排除する こ と
こそ が 英語教 育の 最大の 課題 と考え られ たか





)の 温床 であり , 学校 の 英語 こ
そ ｢良きモ デ ル ｣ に 従 わ なけれ ば な ら な い ,
と い う の が 彼ら の 信念 である ｡ しか し ｢良き
モ デ ル ｣ とは何 か と い う問題 に つ い て は た だ
暗黙 の 合意 が ある と思 われ て い る だ け であ る｡
シ ン ガ ポ ー ル に と っ て 英語 は第二 言喜吾と し
て採用した 言語 である ｡ 従 っ て そ の 言語 の 語
莱 , 用法 , な ど の 規範(n or m s)を自ら作る こ と
は考えられ ず, 外部 の 第 一 次使 用者 (い わ ゆ
多言語社会 シ ン ガ ポ ー ル に お け る英語 の モ デ ル と規範
る `n ativ e spe aker s
')に 依存する こ とに なる ｡
つ まり外在規範に 従う こ とに なる ｡ 規範を与
えて くれ る モ デ ル は どこ の 英吉吾か ｡ 歴 史的経
緯 か ら い っ て , シ ン ガ ポ ー ル の 英語 の モ デ ル
は英国の 英語 であ っ た ｡ 独立 前 の ごく 一 握り
の エ リ ー ト養成 の た め の 英語学校 の教育 は,
教育内容 ･ 方法 , 教材, 中等教育修了試験,
どれ をと っ て も英国直輸入 であ っ た し, 英語
校教員 の 養成カ レ ッ ジも英国人の 教員 が多か
っ た 1 0)｡ 独 立後も英国依存の 構造 は か なり の
期間続 い た し (特に カリ キ ュ ラ ム , 教科書 ･
教材供給 に 関して), 中等教育修了試験に 関 し
て は今もなお 続 い て い る (G CE試験 の 0 及び
A レ ベ ル 試験は英国の ケ ン ブリ ッ ジ大学試験
機 関に 依存)｡ 教育以外 の 公的機 関, 例えば マ
ス メ ディ ア の 英語 の モ デ ル に つ い て も英国英
語遵守 の 態度 が 明 らか に み て とれ る ｡ 国営放
送S B Cの ニ ュ ー ス キ ャ ス タ ー は 英 国B B Cか
らむ か えた コ ン サ ル タ ン トに よ っ て英国の 容
認発音R P に限り なく 近づ く よう訓練 さ れ て
い る し, シ ン ガ ポ ー ル 最大 の 英字新 聞 The
Straits Tim esも英 国人 の 文 章 コ ン サ ル タ ン
トをか か えて い る 11)｡ シ ン ガ ポ ー ル に お い て ,
そ して 特に 旧世代 の エ 1) - ト層 の シ ン ガ ポ ー
ル 人 に と っ て , 英語 の モ デ ル は議論の 余地 な
く英国の 英語 な の である ｡
しか し, 今 日 の シ ン ガ ポ ー ル 社会に 見 い だ
され る英語 がす べ て 英国英語 か と い えば, 辛
実 は全く そ の 反対 で ある｡ 多国籍 企業 の 誘致,
自由貿易 , な どの きわめ て開放的な経済政策
をとる シ ン ガ ポ ー ル が英国以外 の 英語 の 侵入
を阻む こ とな どは不可能なこ と で あり , 現実
に は社会 の すみ ず み ま で各種 の ネイ ティ ブ英
語 (英国の 各地 の 英語 , ア メ リ カ英語, オ ー
ス トラリ ア英語, カ ナ ダ英語 , ニ ュ ー ジ ー ラ
ン ド英語) が 混在する ｡ エ )) - ト の 留学先 が
英国ときま っ て い た ひ と昔前の 時代 と異なり,
現在 の 学生 の 留学先は , ア メ リ カ が最も多く ,
次 い で英国, オ ー ス トラ )) ア と なっ て い る1 2)｡
ニ ュ
ー ス を英国B B C放 送 と 区別 で き な い ほ
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どの発音 で伝えて い るS B C放送に して も, 吹
画や ドラ マ 放映 となる とア メ リ カ製 の も の が
圧 倒的に 多 い(華語 の ス ー パ ー 付き で)｡ シ ン
ガ ポ ー ル の 英語 の伝統的モ デ ル は英国だ っ た
に せ よ, 今 日 の 現実を見れ ば, 多数の モ デ ル
が 同時に 存在する社会 な の である ｡
こ の ような社会に お い て 学校教育の 内部 だ
け が 一 つ の モ デ ル を追求 で きるの か ｡ ある い
は追求すべ きなの か ｡ 教育省をは じめ とする
公 的言語計画責任者 が こ の ような問題をとり
あげた こ と はな い ｡ 彼らは これ ま で主 として
言語 の 役割 決定 に 関す る計画(statu s plan-
ning)に 一It しく, 言語 資料 体 に 関 す る 計 画
(co rpu spla】1 ning)の 詳細 に つ い て 積極的に 動
く余裕 が なか っ た か らかも しれな い ｡ また ,
英語に 限ら ずシ ン ガ ポ ー ル の 公用 語はすべ て
外部に 第 一 次使用者 の 拠点をもつ 言語 で あり,
言語の 規範は外か らもらうも の , と い う基本
的態度が 形成さ れ て しま っ て い る ためもある
か と思われ る *1 1｡
学 校 教 育 の 中 で 英 語 の 単 一 モ デ ル
(m o n o m od∈:1)を徹底する の か , ある い は多モ
デ ル(polym odels)を受け入れ る の か *1 2, シ ン
ガ ポ ー ル の 英語 の 特徴 にも正 統性を与え て容
認する の か , もしそうする に しても誰 が容認
可能 と決定する の か ｡ 研 究者 の な か に は, 個
人の ニ ー ズ に あわせ て 選択すれ ば よい とする
立場もある が , 学校 の なか で個人の ニ ー ズを
第 一 に考え る こ とは 無理 で あろう ｡ こ の よう
な問題 が教育行政 の検討課題 に なる に は まだ
ま だ時間 が か か る ｡ ま して 個 々 の 学校 が解決
する に は あまり にも大きな問題 で ある｡
4 教育現場 の 現実
学校 の 英語教育 (シ ン ガ ポ ー ル に お い て は,
英語 の 教育 と , 英語 で の 教育 の 二 つ の 意味が
ある) の 最大 の 課題は ｢標準英語｣(
`Sta ndard
English
')の 運 用 能力 を高め る こ と に あ る と
さ れ る ｡ 学校 は ｢標準英語｣ が何を意味する
の か , ど こ か らき た も の な の か確 た る自信も
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表 3 /ト学校入学者の家庭 で の 主要使用言語
(構成比1990年)













撃 語 67.9 0.1 0.4 1.2 49.9
マ レ ー 語 0.2 89.3 19.4 27. 4 18.0
タ ミ ル 語 30.0 2.3
中国語方言 5. 6 4.1
そ の 他 3.5 1.2 0.1
汁 100 100 100 100 100
出所) 引用文献13) p .21 9
ない ままこ の 責任を果 たさなけれ ばならない ｡
しか しなが ら, こ の 大きな課題 を遂行す るに
は学校 の 中に , 困難な状況 が多々 ある ｡ 第 4
章 で は, 児童生徒の 英語力向上 の 仕事 を難し
く して い る学校 内の 諸要 因を考察する ｡
4. 1 児童の 家庭の 複雑な言語環境
英語教育を困難 に して い る 第 一 の 要 因は 児
童生徒 の 家庭の 言語環境 である ｡ 第 1章 でも
述 べ た ように , シ ン ガ ポ ー ル の 学校 は1987年
に完全に 統合 さ れ た ｡ 教授言語別学校が廃止
さ れ た現在は , ど の 学校もすべ て の 民族 の 子
どもを受け入 れ て い る ｡ 英語が 第 一 言語, 公
用 民族語 が 第二 言語とさ れ, 多く の 科目が第
一 言語 で, 道徳, 公 民な どの 一 部 の 科目が民
族語 で教えられ て い る ｡ 英語が 学校 の 第 一 言
語 であ っ て も, 児童 の それ以前の 言語経験が
極め て 多様 である こ と が学校の 言語教育 の 第
一 歩を難 しくする ｡ 家庭 で使用され る 言語の
分布 は 民族構成よ り は る か に 複雑 であり , ま
た 同 一 家庭 内 でも話 し手, ある い は聞き手に
よ っ て , また は場面 ･ 目的に よ っ て 言語 の 使
い 分 けも頻繁 に起 こ る *1 3｡ ま た 就学前教育施
設の 使用言語も影響する ｡ 表3 は小学校入 学
者 の 家庭 で の 主要 言語 の 構成を示 した も の で
ある 13)｡ 約 4分 の 1 の 児童 が英語を使 用する
家庭 か らきて お り *1 4, そ の他 は華語, マ レ ー
語, タ ミ ル 語 の 公用民族語使用家庭 か ら で あ
る ｡ 英語 が母語同然 と い う子か ら, す こ しは
聞き慣れ て い る子 , 全く の 外 国語同然 と い う
子まで が, 一 つ の教室 で英語を第 一 言語 と し
て 学 ぶ の である ｡ しかも 1 ク ラ ス は40人近 い
規模 で あるか ら, 小学校 の 特 に低学年 の 担当
の 教員の 負担は並大抵 の も の では ない ｡ 英語
を使用す る家庭 の 子 ども と い え ども それ ま′ で
と は全く違うア クセ ン ト, 用法, に 戸惑う子




第 二 の 要因は教員 の 資質 である ｡ シ ン ガ ポ
ー ル は独立後比較的短期 間の うち に教育制度
の 整備 と教育機会 の 拡大 を図らなけれ ばなら
なか っ た ｡ 子 どもの教授 言語に つ い て 親に 選
択権 を与えなが ら各教授 言語校 の カリキ ュ ラ
ム の 内容 と水準の 統 一 な どを実現する必要 が
あ っ た し, 何よりも教育機会 をさらに 多く の
者に 保障し, 良質 の 労働力を生 み 出す こ とが
急務 とさ れ た ｡ 19 60年代 か ら70年代 に か けて ,
小学校 , 中等学校 , ジ ュ ニ ア カ レ ッ ジ (2年
の 後期 中等教育機関)あわ せ て100校 が新 設さ
れ て い る ｡ 現在16歳ま で の教育 (初等教育 6
午 , 前期 中等教育 4年) に つ い て は ほ ぼ完全
就学 が実現 して い る が, 学校 の 教員不足 は今
もなお 問題 で ある と い う ｡ 児童 ･ 生徒 の 急増
期 に は教員 の 数 の確保 を優先 せ ざる をえな い
状況 が続 い た ｡ こ の 時期 に採用 さ れ た教員 の
多言語社会 シ ン ガ ポー ル に お け る英語 の モ テ ル と 規範
















1988 47.4 21. 2 31.








出所) 引用文献 5) p.1 73. 及 び 引用文献1 5) Tablel O及 びTable13 から作成｡
表 5 学校段 階別 の 教員 の 学歴構成 (1994年)








レ ベ ル 学士号





中 等 学 校 15.2 21.3 63.
ジ ュ ニ ア カ レ ッ ジ 2.2 3.6 94.
出所) 引用文献15) TablelO及 び Table13 から作成 ｡
多く の 学歴 がG C E試験の 0レ ベ ル 3 - 4科 目
の取得 で あ っ た と いう ｡ 表 4 は初 等中等学校
教 員 の 学歴別 構成 の 推移 を示 した もの であ
る14)｡ 徐 々 に教員 の 学歴 が高くな っ て い る の
は あきらか である が , それ でも94年現在 で 3
分 の 2以上 の 教員 が 高等教育修了資格を持 っ
て い ない ｡ ま た表 5 は学校段階別の 教員の 学
歴構成を見 た も の である15)0 /ト学校 の 教員 は
今 もなお 圧倒的多数 が 中等教育修了 の み , そ
れ も前期 中等教育修了者(0レ ベ ル 取得者)の
ほう が56%と全体 の 半数を こえ, 後期中等教
育修了者(A レ ベ ル 取得者)の38% よりは るか
に 多い の である ｡ 教員養成機関 の 高等教育 へ
の 昇格, 一 般大学卒業者 の た め の 一 年間の 教
員養成課程 の 拡充, な ど, 70年代以降進行 し
て い る教員養成制度 の整備に よ っ て教員の 学
歴は将来的に は 向上 が望まれ る だ ろう が , 令
の と こ ろ, 学校 の 教員, 特に 小学校 の教 員 の
資質 は それ ほ ど高 い とは言えず, 高度な教育
技術, 特に 多様 な言語背景をも っ た 児童を対




. 3 教員の教授言語の 転換
第三 の要 因もまた教員 に関わ る｡ 1970代か
ら急速 に 進行 した英語校在学者の 急増に対応
する た め に , 教員 の教授言語の 転換 を図る必
要 が あ っ た ｡ 自分も民族語 で教育をうけ, 氏
族語 で教えて い た教月 (数 としては華語数月
が最 も多い) が , 短期 の 再訓練をうけただけ
で英語 で教科を教える教員に ならなけれ ば な
らなか っ た｡ こ の ような教員は現在40代半 ば
か ら50代前半 の教員 に多 い と いう ｡ 彼らの 英
語の 運用能力に は 当然限界 が ある ｡ しか し問
題は それ だLナでは な い ｡ 華語文化 の 中で育 ち,
華語校 で教壇 に 立 ち, 暗唱, 一 斉復 唱 と い っ
た伝統的な授業ス タイ ル に な じみ , 師に 対す
る服従, 尊敬 と い っ た行動規範を当然 として
い た彼 らが , 英語 で生徒た ちと コ ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ ン をと る こ と の 文化的違和感, 心理 的抵
抗は 想像以上 に 大きい と推測 できる ｡ 彼ら. の
授業運営 は 相 当問題 を抱え る も の と なりう
る1 6)0
4 . 4 ｢ネイ テ ィ ブ ･ ス ピ ー カ ー ｣教員の 存在
第四 の 要因もまた 教月に 関わ る ｡ それ は,
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特に 中等学校 に多数配置され て い る ｢ネイテ
ィ ブ ･ ス ピ ー カ ー ｣ 教員 の 存在 である o 学校
の 英語 の水準 の低下 * 15をく い とめ る た め , あ
る い は水準を高め る目的 で近年大量 の 外国人
教員 が 雇用さ れ て い る ｡ 彼らの 出身地 は, 莱
国, ア メ )) カ, オ ー ス トラ T) ア, カ ナダ, ニ
ュ
ー ジ ー ラ ン ドの さ ま ざまな地域に わ た り,
あり とあら ゆる ｢ネイ ティ ブ｣ モ デ ル が学校
に も ち こ まれ る ように な っ た ｡ 彼ら は異なる
発音 ･ ア クセ ン ト (場合に よ っ て は綴り , 用
法も) ば か り で なく , 英語と い う言語に対 し
て も異なる態度をも っ て い る ｡ こ れ が 学校 の
英語教育 に 混乱を生じさ せ る場合 もお お い に
ありうる ｡ モ デ ル 設定 の 議論に 着手 しな い ま
ま, 安易 に ネイ ティ ブ ･ ス ピ ー カ ー を受 け入
れる こ と の 危険性は小さく ない ｡
以上 四つ の 要 因の うち, 第 一 の 要因は シ ン
ガ ポ ー ル の 民族構成, 言語構成の 多様性 に起
因するもの であり, 若 い 世代 が親 の世代 に な
るに つ れ英語 へ の 言語交替 が 家庭 で さ らに 進
む としても, シ ン ガ ポ ー ル 社会 の 多言語状 況
と い っ た根本的な特性は変 わらない ｡ こ れ は
学校 の 教育, 特に 言語教育に と っ て 恒久的な
課題 である ｡ しか し, 第二 , 第三 の 要 因は ,
時間の 経過 と ともに 改善 され る はず である ｡
第四 の 要因は外在規範に 依存する シ ン ガ ポ ー
ル と して は ごく 自然な選択 で あ っ たとも言え
る が, ど の ような英語をモ デ ル と して 目指 す
の か と い う教育上 の 合意が な い ままに 導入 さ
れて い る の が問題 である ｡
5 まと め
本稿 で は多言語国家 シ ン ガ ポ ー ル の 学校教
育にお ける 二 言語教育政策 の 下 で の 英語の 便
用 の 拡大, 及び使用者 の 増大 に つ い て 整 理す
る と ともに , こ の 結果生 じた社会全体 の 英語
使用 の 拡大 , 英語 の 機能 の 多様化 に伴 っ て シ
ン ガ ポ ー ル に 生ま れ た 英語 の 地域変種 に 関す
る研 究状況を整理 し, 主 として 学校教育 に お
ける英語教育の モ デ ル 設定 の 問題 , 学校 の 英
語教 育に関連する さ まざまな課題 , 問題を考
察 した ｡
学校 の 英語教育に つ い て はカ リキ ュ ラ ム の
開発, 教材開発な どの 面 で改善の ため の 大き
な努力が 払われ て い る｡ しか し, シ ン ガ ポ ー
ル の 学校 が , 急速な英語化を進め た が ゆえの
大きな問題 をか かえ て い る こ ともまた 事実 で
あり, 本稿 で は こ れ らをを中心 に 述べ た ｡ 本
稿は学校教育 の 中の 英語教育に 焦点をあて た
ため, そして , 教育行政当局に よる ｢シ ン ガ
ポ ー ル 英語｣ の 公的な容認 が まだ行 われ て い
な い た め に , ｢ シ ン ガ ポ ー ル 英語｣ と呼ば れ る
地域変種 の テ ク ス ト内容 に ま で はあえて ふ み
こ まな っ か っ た . ｢ シ ン ガ ポ ー ル 英語｣と い う
の が決 して 一 様 の 存在 で はなく, これ に 対す
る態度も立場に より, また個 人に よりず い ぶ
ん異なる か らであ る｡
｢ シ ン ガ ポ ー ル 英語｣ に対する公的立場,
理論的立場が どうであれ , 実際に はきわめ て
現 地的な特徴 をも っ た用 法, 語菜な どを駆使
した 英語 が社会 の さ ま ざまな場面 で, 家庭 で,
そ して 学校 で も生徒 同士 の 間 で, 教員 と生徒
の 間で , そ して 教員同士 の あ い だ でさ えも使
われ て い る｡ しか しこ の 種 の 英語 の社会的麻
認を論 じるに は , その 言語 資料の 収集, 記鐘 ,
が十 分 と は 言えず, 今後さ らに 広範 なデ ー タ
の 集積 と記述 の積 み 重ね が なさ れ る の を待 つ
必要 があ る だ ろう｡
注 釈
* 1 シン ガ ポ ー ル で公式に使 用さ れ て い る民族集団の 大区分 で ある ｡ そ れ ぞれ の 民族集団は さ らに
複数の 言語集団か ら成 る｡ シ ン ガ ポ ー ル の 言語集団 の総数 は20を超え る｡
* 2 シ ン ガ ポ ー ル (ある い は東 南ア ジ ア) の中国系民族 (華人) が使う標準中国語 の 呼称 ｡ 基本的
多言語社会 シ ン ガ ポ ー ル に お ける 英語 の モ テ ル と 規範 49
に は標準中国語と お なじであ るが , 語菜や若干 の 文法的相違 が見られ る と い う｡
* 3 従来英語 は公的な領域 にお い て優勢であ っ た が , 英語 の普及に つ れ て , 近年で は最も私 的な使
用領域で ある家庭に お い ても英語 の 使用 が, 特 に若年世代に拡大して い る ｡ (小林和子 : ｢ シ ン
ガ ポ ー ル の 『家庭』 に おけ る言語使用 状況-1990年 セ ン サ ス の 分析 を中心に -｣ 高岡短期大学
紀要 , Vol.7 . 1996.)
* 4 第二 言語 の 必修化(1966年か ら小学校卒業試験科 目), 非英語校の数学, 理科系科 目の教授言語
の 英語化 (1 968), ′ト学校卒業試験の 第 一 言語 ･ 第 二言語の 成績 の ウ エ ー ト倍加 (1973), 大学
人学資格要件の 第二 言語 の 成績格上 げ (1985), 輩語系南洋大学 の教授 言語 の 英語化 (1975),
シ ン ガ ポ ー ル 大学と 南洋大学 の合併 (1 980) な ど｡
* 5 特に聾語 系の 南洋大学 の 合併吸収をめ ぐ っ て . 田中恭子｢シ ン ガ ポ ー ル の 奇跡｣( 中央公論社1984



































に対して使わ れ る英語 の新変種 の 総称 ｡ 通常多民族国家が公用請 , 教育言語 , として 英語を採
用 し, 英語使用者の ほ とん どが非母語話者で ある地域 に お い て発達して きた英語 であり, 音韻,
文法 , 語葉, 表現 な ど の 面で地域化, 母語化 がみ うけられ る英語 で ある ｡ イ ン ド英語, フ ィ リ
ピ ン 英語 , マ レ ー シ ア英語, シ ン ガ ポ ー ル 英語 , ナイ ジ ェ リ ア 英語 などが代表 と され る｡ 新英
語 をめ ぐ っ て は1970年代末か ら今に至 るまで相 当数 し い 論争が展 開され て い る｡ 新種 の英語 の
正統性 を主張する 立場(Ka chur aなど)とあくまで英語学 習の モ デ ル は 旧英語 で ある とする立場
(Quirkな ど)である ｡
* 8 English in Singapo re a nd Malaysia-Status: Fe atu res:Fu n ctio n s, oxford Univ ersity Pr ess,
Ku ala Lu m pur, 1980, 他｡
* 9
"
T he Ra nge a nd Depth of English-knowing Bilingualsin Singapore
"
, W o rld Englishes, Vol. 10.
No2, 1991. ,
"
English-kn o wing Bilingu alis min Singapor e
"
, Ⅰ∋a n, K .C. , Pakir, A . a nd Tong, C .K .
(eds .), Im agining Singapo re, Tim esAc ade mic Pr e ss, S ingapor e, 1992. 他｡
*10 T he Step-to ngu e- Childre n
'
s English in Singapo re, M ultilingu al MattersL T D, Cle v edo n,1994.
*11 華語に つ い て は 中国, マ レ ー 語 に つ い て は マ レ ー シ ア , イ ン ドネ シア , ブ ルネイ の共 同設置に
なる言語計画機関, タミ ル語に つ い て は イ ン ドの タ ミ ル ･ ナ ド州及 びス リラ ン カを手本 として
い る . 華語に つ い て は1973年 の 簡字体 , ピ ン イ ン ･ ロ ー マ 字体 の 採用, タ ミ ル語に つ い て は1983
年 の新字体1 3字の 導入 が あ っ た ｡
*12 注釈 * 7 の 新英語をめ ぐる 立場 の違 い が こ の 問題 で も先鋭に な る ｡ 旧英語 派 は単 一 モ デ ル を主
張 し, 新英語擁護派は 多モ デ ル を主張す る ｡
* 13 シン ガ ポ ー ル で は世代 によ る使 用言語 の 違 い が 大きく違 い , 教育をうける こ と がすくなか っ た
旧世代は , 中国語方言, 新世代は 華語 , 英語 , あ る い は 双方 の併用 , と い っ た パ タ ー ン が見ら
れ る ｡
* 14 専 門職 に就 い て い る若 い エ リ ー ト層 の カ ッ プ ル ほ ど家庭 でも英語 を使 い , 住 み込み の メイ ドに
育児 の 仕事を委ね る ケ ー ス もか なりふ えて い る ｡ 両親 の 留守中唯 一 子 どもが接す る相 手が何語
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を話すか は重要な問題 であ る｡ イ ン ドネ シア 人や ス リ ラ ン カ 人より賃金が 高くて もフ ィ リ ピ ン
出身の メイ ドが数 多( 雇用さ れ て い る理 由の ひ と つ が彼女達が英語を話すこ とに あ ると い う｡
(メイ ド雇用 を希望す る人 の ため の ガイ ドブ ッ ク To Ha ve& Hold: Ho w to ha ve a m aida nd
keepher ,(C P Kei, Ar m o u rPublishing, 1993)より ｡)
*15 こ の 頃 の 生徒 の英語 力の水 準が低下 して い る と はよく語られ る話題 である が , 昔 の 英語使用者
は ごく わずか な エ ) - ト層で あ っ た の に 比 べ 今 の 英語使用者は在学者の 全 て であ る こ とを忘れ
て は ならな い ｡
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No r m s a nd Models of English in M ultilingu alSingapo r e
-Dis c repan cy betw e e nPrec ept a nd Pra ctic e-
Ka z uko K O B A Y A S HI
(Re c eiv ed October31, 1996)
A B S T R A C T
T he Republic of S ingapor e, a m ulti-ethnic and m ultilingu aln ation with its fo ur de sign ated offic al
la ngu ages, hasim plem emted a policy of bilingu al edu catio n sin ce its indepe nde n c ein 1 965, T he
English la ngu age which w a sdeliberately adopted a s o n e ofthe offic al la ngu agesi□ the e arly stage s
of n atio ローbuilding hasbe e n r apidly expa ndingItsinflu e n c eandis no w being u s ed by m or epe oplein
widerdo m ain sin the so ciety thanit u s ed to be ･ In cr e asing m porta n c eha sbe en glV e ntO English in
s uc ce ssiv e stages of bi 血gu al edu catio n･ W ith the introdu ctio n ofa u nified n atio n als cho olsystem
in 1 987, English be c a me thefirsts cho ol 血gu agein α/～scho ols･ Today thereis n olo ngerthe choic e
of m airl m ediu m of in stru ctiorl.
T he purpos e ofthe pre s ent paperis to dis c u ssthe ユor m s, ta ndard(s)and m odel(s)to be a c c epted
and follo w ed by the u sers of English in Singapore, in partic ular, pupils/te a chersin scho ols, while
a nalyzing s o m efa ctors which pos e sli mitatio n sto pr a ctising the min the tea ching of English(a nd in
English)in the Singapore cla ssr o o m.
K E Y W O R D S
Singapor e, M ultilingu al s o ciety, Sta ndard English, Exonor mativ e standard, M odelling, Singapore
English, Indige niz atio n, Regionalv ariety
